
　「農業委員会だより」の掲載にあたり一言ご挨拶申し上げます。
　皆様には、日頃より農業委員会活動に対しまして、格別なるご理解とご協力を
賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、近年の食料・農業・農村を取り巻く情勢は、長引く経済不況と輸入自由
化による農産物の価格低迷、担い手の減少と高齢化、農地の遊休化、食料自給率
の低下など、克服しなければならない多くの課題に直面しております。
　当委員会としましても、このような多くの課題を打開するためには、より一層
の努力が必要であり、意欲ある担い手農業者が希望を持って農業経営に取り組め
るような農業の構造改革を積極的に推進していく所存です。こうした中、当委員
会では農業の果たす大きな使命を鑑み、「農業委員会等に関する法律」に基づいて、
昨年８月に「後継者育成と農業活性化のための組織体制の整備」「地産地消と食
農教育の推進」「環境保全型農業の推進」「農地の遊休、荒廃化対策と菜の花エコ
プロジェクトの推進」の４項目に関する要望書を田原市長に提出いたしました。
今後も農業者の利益代表機関として、農業・農村に関する皆様の声を聞き、市や
関係機関との連携を図りながら、地域に根ざした活動に努めてまいりますので、
ご支援、ご協力をお願い申し上げます。
　最後に、これからも定期的に「農業委員会だより」を掲載し、皆様方に農業委
員会の活動をご紹介していきたいと存じます。
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